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〔お 知 ら せ〕
タ ラブ役員会開催 について

ク ラブ役 員 会 を下 記 に よ り開 催 します の で、 役 員 各 位 に は ご多

忙 中 と は思 い ます が 、 万 障 お繰 合 わ せ の上 ご出席 願 い ます 。

記 .

1 日  時   昭 和 60年 11月 10日 榛)13時 か ら

2 場   所   高 松市三谷町 高松市民いこいの家「 平和荘 」

3 議   題

4 参   考

(1)JARL総 会 準 備 の件

(2)定 例 フ イ ール ド ミーテ イ ン グ の件

(3) そ  の  他

な お 、 当 日 は議題(1)に 関 し、 分担 業 務 を共 同

す る「 東讃 」、「 うそど り」
の両 クラブ代表

者 との連絡打合 せ会 も兼 ね る予定です。

クラブ定例 ミーテイング開催さる

9月 期クラブ定例 ミーテイングが、去る昭和 60年 9月 8日伯)13時から市

内太田上町の新装成 った「 広田会館」において開催されました。

本の香匂う立派な会場に反 し出席者が今一つでしたが、いろいろと充実 した

話 し合 い とな りま した。

主 な議題 はつ ぎの とお りで した。

O 瀬戸大橋博 (63年 )に合 わせ た JARL総 会 の準備 .分担等

○ 五色台における「 JA5RL」 の運用結果について

0 東京晴海における「 ハムフエアー85」 の状況について

○ 高松市趣味協会行事「 備前の旅」計画について

(1)

(2)

(3)
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O 電話級標準コース、電信級移行コース等 の予定 について

O 県支部主催「 技術講習会 」 。「 ジヤンク市」等について

0 高松地区 ンピータ局新設準備状況等 ほか

(出 席 者 )

JA5DB   JA5MG   JA50A   JA5XG

JA5AHM  JA51QP  JA5KZK  JA5MIK

JA5TFJ  JH5BKC  JH5LYW  (11名 )

==BY JA5TFJ==

あなたも 明日から出来る
衛星通信 (サ テライト通信 )

JARL香 川県支部主催 (第 2回 )技術講習会 が下記の とお り開催 され る

旨案内があ りま したので連絡 いた します。

記

日  時  11月 17日 09:30～ 12:00

場  所  綾歌町「 農村環境改善 センター」 (R32沿 い )

参 加 料  0会 員 … 無 料

0 非会員 ・・・ 資料代実費

講習項 目

1.用 語 の説明

2.ア マチユア用衛星 の概要

` 
衛星通信の実際

4.V/′ UHFの OW・ DXと の対比

5.JAS-1に そなえての準備 。その他

行星通信を
三
度 はや ってみようと思 っている OM、 ナテライ ト通信 い うた

ら4可 や、 とい って る YM、 電波 の ドツプ ラー効果・遅延 を体験 したい方 々等、

皆 さん 揃 って お集 ま り くだ さい。 (「 JARL香 川 」第 6号か ら )
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社口法人日本アマチュア

無線連盟番‖:クラブ会長

天野 英弘 (51:
(高松市中新町 )
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備前焼 と吉備路の旅

高松市趣味五会が主催する親睦 リクレーシヨンが 9月 29日但)に 開催 されま

した。朝 8時 10分宇同国道フエ リーのりばに集合、 8時 33分発のフエリー

に乗 り込みました。前日から雨が降 っており、朝にな っても雨が残 っていま し

たので傘を持 って出かけま したが、フエ リーに乗船する頃には雨 もあがり、天

気 も回復する兆 しが見えてきました。

宇野港では予約 したバスに乗 り、最初の目的地、吉備津神社
へ参拝 し、大釜

を拝観 しました。

つぎに烏城、後楽薗が見える旭川縁 にある夢二郷土美術館を見学、漂瘤 と叙

情の天才画家竹久夢二は、ロマンと芸術で一世を風靡 し、その画風は夢二の前

に夢二な く、夢二 のあとに夢二な しといわれ、不滅の光亡を放 った作品が展示

され、大勢の人び とが観賞 していました。

昼食ののち平安時代後期から室町時代末期にかけて、多 くの刀銭冶が居住 し

た、わが国第一の刀剣王国 として高い技術水準 と多大な生産量を誇 っていた邑

久部長船町にある、備前長船博物館へ到着、太刀、刀、脇差、短刀 などの展示

品を観賞 (私 には刀の価値はわからないが… )、 刀剣の製作過程を知ることが

できました。

最後に焼 きものの里、備前艇の窯元で、備前焼ののぼ りがまを見学、備前焼

の特徴 について説明を受けました。備前焼は田んぼの鉄分を含んだ底土を使用

し、 うわ薬は使用せず、のぼりがまで 10日 間、薪を使 って焼 き上げ、上に含

まれた鉄分が融 けて、独特の味をもつた焼物 として生れて来 るという。

高価なものは貞えないので、備前焼 とはこのようなものという見本 として湯

呑 みを 1個貞 つて帰 りました。

朝 はあや しかった天気 も、一日中雨は降らず、まずまずの旅行 日和で、傘が

荷物 になってしまいました。各所を見学 しましたが、教養になるほど
の知識は

吸収できませんで したが、かすかなものが頭のすみに残 ったようです。 これか

らも軽 く知識を身につけるための旅行には参加 したいと思 っております。

参 加 局

JA5AHM  JA5ETK  JA51MF

JA5JJR  JR5GCM  JR5GCN
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炒 嘗

鋳勒避忘主携

せりヽ知お

JARL番 川県支部 。登録 クラブ連絡協議会 が設立 され、
当 クラブか ら次 の 4場 を会員 に選出 いた しま した。

O JA5露 IK 新  名    等  氏
(D ∫人 5TFJ 横  闘  寿 夫  氏
O J‥ LYW 三 好  i申 幸  氏
O JH57MN 山  口  博  司  氏
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社団法人 日本アマチユア無線連盟

香 川 ク ラ ブ 報

発行責任者

編 集 者
″

連絡事務所

〔〒760)

JA5AH班  天  野
JA51QP合 田日

JA501B 合田口

高松市中新町 2-15

天野  英弘  方
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(■ 猥L〕  高松 .31-8282(昼 間 )
● 35-2325(夜 間〕

郵僕振替口座 徳島48758 JARL香川クラブ
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